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６ 下の図のように，1 辺の長さが 6cm の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあります。

辺ＢＣ，ＦＧの上に，ＢＩ＝ＦＪ＝ 2cm となるような点Ｉ，Ｊをとります。

辺ＡＤ，ＢＣ，ＦＧ，ＥＨの真ん中の点をそれぞれＫ，Ｌ，Ｍ，Ｎとするとき，次の

各問いに答えなさい。

(1) 直方体ＡＢＬＫ－ＥＦＭＮと三角柱ＩＣＤ－ＪＧＨが重なった部分の体積は

何 cm ３ですか。

(2) 四角柱ＢＦＧＬ－ＡＥＨＫと三角柱ＩＣＤ－ＪＧＨが重なった部分の体積は

何 cm ３ですか。

(3) 四角柱ＢＦＧＬ－ＡＥＨＫと三角すいＤ－ＪＧＨが重なった部分の体積は

何 cm ３ですか。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

2021 豊島岡女子学園中学校－問題・解説・解答－



- 2 -

６

(1) 右図で，重なった部分は，三角柱

ＯＩＬ－ＰＪＭ。

△ＯＩＬと△ＯＤＫは相似で

ＩＬ＝ 6 －(2 ＋ 3)＝ 1cm より，

相似比は 1：3。よって，

ＯＬ＝ 6 × ＝ 1.5cm

なので，重なった部分の体積は

1 × 1.5 ÷ 2 × 6 ＝ 4.5cm ３ です。

(2) 重なった部分は，右図で

三角すい台ＯＩＬ－ＨＪＧ。

右図で三角すいＱ－ＯＩＬと

三角すいＱ－ＨＪＧは相似で，

相似比はＩＬ：ＪＧ＝ 1：4 なので，

ＱＩ：ＩＪ＝ 1：4。
よって，ＱＩ：ＩＪ＝ 1：(4 － 1)

＝ 1：3

なので，ＱＩ＝ 6 × ＝ 2cm。

△ＯＩＬの面積が

1 × 1.5 ÷ 2 ＝ 0.75cm ２ なので，

三角すいＱ－ＯＩＬの体積は

0.75 × 2 × ＝ 0.5cm ３ 。

また，三角すいＱ－ＯＩＬと三角すいＱ－ＨＪＧの体積比は

1 × 1 × 1：4 × 4 × 4 ＝ 1：64 なので，三角すいＱ－ＨＪＧの体積は

0.5 × 64 ＝ 32cm ３ 。

よって，重なった部分の三角すい台の体積は

32 － 0.5 ＝ 31.5cm ３ です。

(3) ＡＤ上にＡＲ＝ 2cm となる点Ｒをとると，

△ＤＪＧは平面ＲＧＪＤ上にあり，

この平面と面ＬＧＨＫの交わりが

直線ＫＧ。よって，△ＤＪＧの

辺ＤＪと面ＬＧＨＫの交点は

辺ＤＪとＫＧの交点となる。

この交点を右図のようにＳとすると，

四角柱ＢＦＧＬ－ＡＥＨＫと三角すい

Ｄ－ＪＧＨが重なった部分は

三角すいＳ－ＪＧＨとなる。
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三角すいＳ－ＪＧＨにおいて，

△ＪＧＨの面積は 6 × 4 ÷ 2 ＝ 12cm ２ 。

また，△ＳＪＧと△ＳＤＫは相似で相似比は

ＪＧ：ＫＤ＝ 4：3 なので，ＧＳ：ＳＫ＝ 4：3。
よって，△ＪＧＨを底面とする三角すいＳ－ＪＧＨの高さは

6 × ＝ cm。

よって，求める体積は 12 × ＝ ＝ cm ３ です。
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